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今
月
の
主
な
ペ
ー
ジ

特集のページ
決算状況・財政事情の公表（2～5Ｐ）
　　　子育て支援センター愛称募集（12Ｐ）

表紙の写真：子育て支援センター オープニングセレモニー（10月7日）

　10月１日、岬町に待望の子育て支援センターがオープンしました。

年齢や立場を超えて、地域の人々が気軽に訪ねてきてくれる憩いの場

所として、これからずっと、このまちの子育てを応援できたらいいね。

子育て支援センターの愛称を募集します。世代を超えて親しまれる愛

称をつけてください。（詳しくは岬だより12ページをご覧ください。）



平成17年度決算状況
　平成17年度の一般会計（町の行政運営の全般的な経費を経理する会計）は、歳入が67億1,211万
円、歳出が66億8,801万円、歳入歳出差引額は2,410万円、翌年度に繰越すべき財源393万円を除い
た実質収支は2,017万円の黒字で決算しました。

会計別決算の状況

主な施策事業

会　　　　計 歳　入　額 歳　出　額 差　引　額

一 般 会 計 67億1,211万円 66億8,801万円 2,410万円

2,774万円 △514万円

22億3,275万円 △698万円

7億5,006万円 0万円

14億5,679万円 1,522万円

8,933万円 2,201万円

70億3,751万円 １億2,574万円

住宅新築資金等貸付事業

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健

下 水 道 事 業

介 護 保 険

財 産 区

特 別 会 計 合 計

特
　
別
　
会
　
計

2,260万円

25億4,327万円 24億4,264万円 １億　 63万円

22億2,577万円

7億5,006万円

3,820万円 0万円漁 業 集 落 排 水 事 業 3,820万円

14億7,201万円

１億1,134万円

71億6,325万円

　
平
成
17
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は
、

引
き
続
き
黒
字
決
算
と
な
っ
た
も
の

の
、
経
常
収
支
比
率
は
依
然
高
い
水

準
に
あ
る
な
ど
財
政
構
造
の
硬
直
化

が
進
み
、
財
政
状
況
は
一
層
厳
し
さ

を
増
し
て
い
ま
す
。

　
歳
入
に
お
い
て
は
、
町
税
や
臨
時

財
政
対
策
債
を
含
む
地
方
交
付
税
な

ど
の
経
常
一
般
財
源
が
引
き
続
い
て

減
少
し
、
歳
出
に
お
い
て
は
、
行
財

政
改
革
の
取
り
組
み
に
よ
り
人
件
費

や
投
資
的
経
費
が
減
少
し
た
も
の
の
、

扶
助
費
や
勧
奨
退
職
者
に
よ
る
退
職

手
当
の
増
加
に
よ
り
、
多
額
の
財
源

不
足
が
生
じ
、
財
政
調
整
基
金
等
の

繰
入
に
よ
り
財
源
を
補
う
こ
と
で
、
総

合
計
画
に
か
か
る
実
施
計
画
を
中
心

と
し
た
施
策
の
推
進
を
図
っ
て
参
り

ま
し
た
。

　
今
後
も
住
民
の
み
な
さ
ん
の
理
解

と
協
力
の
も
と
で
、
行
財
政
改
革
を

積
極
的
に
推
進
し
、
総
合
計
画
の
基

本
目
標
で
あ
る
「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
　

い
き
い
き
タ
ウ
ン
　
み
さ
き
」
を
め

ざ
し
、
活
力
あ
る
町
政
の
実
現
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

平
成
　
年
度

決
算
の
特
徴

17

◆総務費
　行政情報番組の制作（ケーブルテレビ事業）　　10,875千円
　町制50周年記念事業　　　　　　　     7,016千円
◆民生費
　生活支援ハウス運営事業　　　 　　 13,197千円
　障害者支援事業　　　　　　　　　 190,465千円
　介護保険特別会計への繰出し　　　 235,219千円
　健康ふれあいセンターの運営　　　 148,533千円
　淡輪保育所の改修事業（増築）　　   30,517千円
◆衛生費
　ごみ処理施設24時間稼動の実施　　　16,330千円
　生活ごみ収集委託　　　　　　　　 147,118千円
◆農林水産業費

　深日漁港・小島漁港整備事業　　　　47,500千円
　深日漁港漁業施設整備事業　　　　　48,152千円
◆土木費
　路線バス対策補助金　　　　　　　　30,000千円
　小島海岸線整備事業　　　　　　　   28,515千円
　下水道事業特別会計への繰出し　　 318,356千円
◆消防費
　阪南市岬町消防組合の負担金　　　 280,915千円
　非常備消防の整備（小型動力ポンプ整備）　　　 1,302千円
◆教育費
　シックハウス環境対策事業　　　　　1,964千円
　淡輪小学校大規模改造事業　　　　　30,765千円
　小学校英語教育の実施（外国人青年招致事業） 　 3,369千円



目的別にみた一般会計の決算

教育費 
5億9,140万円 
（8.8%）

消防費 
3億1,682万円 
（4.7%）

議会費 
1億1,011万円 
（1.7%）

農林水産業費 
1億3,150万円 
（2.0%）

その他 
4,239万円（0.6%）

繰入金 
6億3,568万円 
（9.5%）

使用料・手数料 
2億1,595万円 
（3.2%）

諸収入 
2億810万円 
（3.1%）分担金・負担金 

1億175万円（1.5%）

その他 
2,382万円（0.3%）

国庫支出金 
2億2,187万円 
（3.3%）

府支出金 
4億264万円 
（6.0%）

譲与税・交付金 
5億1,746万円 
　 （7.7%）

町債 
4億8,100万円 
　　 （7.2%）

地方交付税 
17億1,006万円 
（25.5%）

※一般会計の決算を歳入・歳出の

目的別にしたグラフです。 

　町の歳入は、町税、分担金及び

負担金、使用料及び手数料などの

ように地方公共団体が自主的に収

入できる自主財源と、国庫・府支

出金、地方交付税、地方譲与税な

どのように国・府から定められた

額を交付されたり、割り当てられ

たりする依存財源とに区分されま

す。 

　地方公共団体が自主性を発揮し

て行政を進めていくためには、自

主財源の拡充が必要です。

※歳入・歳出ともグラフの
（％）は構成比です。

歳　入
67億1,211万円

歳　出
66億8,801万円

自

主

財

源

依

存

財

源

町税 
21億9,378万円 
　 （32.7%）

※歳出については、歳出の決算額

を行政目的によって分類しました。

この分類によって、地方公共団体

の大まかな決算の比重を知ること

ができます。
民生費 

17億7,202万円 
（26.5%）

公債費 
11億2,544万円 
（16.8%）

　総務費 
12億8,681万円
（19.2%）

土木費 
6億7,278万円
（10.1%）

衛生費 
6億3,874万円 
（9.6%）

　以上、平成17年度の決算状況を

お知らせしました。

　また、決算書は役場情報公開コ

ーナーにおいても閲覧できますの

で、ご利用ください。

▼問合せ

　行財政改革課　行財政改革係

　　　　　　　　　☎ 492－2780

平成17年度　決算状況 ▼問合せ　行財政改革課　行財政改革係 ☎ 492－2780



特別会計の執行状況

上
半
期
の

財
政
事
情

　
み
な
さ
ん
が
納
め
た
貴
重
な

税
金
や
国
・
府
な
ど
か
ら
の
お

金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い

る
か
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

年
２
回
、
財
政
事
情
の
公
表
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
平
成
18
年
４
月
１

日
か
ら
同
年
９
月
30
日
ま
で
の

上
半
期
に
お
け
る
歳
入
歳
出
予

算
の
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
町
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に
運

営
さ
れ
て
い
る
か
を
理
解
し
て

い
た
だ
き
、
総
合
計
画
に
示
さ

れ
た
『
笑
顔
あ
ふ
れ
る
　
い
き

い
き
タ
ウ
ン
　
み
さ
き
』
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
な
お
一

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

会 計 予 算 現 額 収 入 済 額
支 出 済 額

執 行 率

住宅新築資金
等貸付事業

1.677万円 738万円
514万円

44.0％
30.6％

国民健康保険 25億5,560万円
８億2,435万円
10億8,603万円

32.3％
42.5％

老 人 保 健 23億1,941万円 10億2,778万円
10億2,399万円

44.3％
44.1％

下水道事業 ７億9,598万円
３億  721万円
２億1,941万円

38.6％
27.6％

介 護 保 険
（保健事業勘定）

15億6,226万円 ７億2,454万円
５億9,487万円

46.4％
38.1％

介 護 保 険
（介護サービス事業勘定）

　　1,622万円 　90万円
　47万円

5.5％
2.9％

漁業集落排水
事 業

２億  180万円 2,780万円
3,512万円

13.8％
17.4％

　町が各種の事業を行っていくうえ

で必要な経費の大部分は、住民のみ

なさんの直接又は間接の負担で賄っ

ています。

　住民のみなさんに広く負担してい

ただいているのは、町税をはじめと

して町の施設の使用料や各種の手数

料、分担金などです。

　とりわけ町税は、19億7,761万円で

全体の24.7％を占め、

住民の負担の状況

一般会計の執行状況（上半期現計予算額79億8,235万円）
上半期の収入済額　42億9,290万円（53.8％） 上半期の支出済額　39億137万円（48.9％）

0 1010 2020 3030

町税〔予算〕19億7,761万円
　　〔収入〕12億7,660万円
　　　　　　　　　（64.6％）

地方交付税〔予算〕16億4,106万円 
　　　　　〔収入〕10億7,111万円
　　　　　　　　　　　　（65.3％）

その他〔予算〕17億　911万円 
　　　〔収入〕　5億8,894万円
　　　　　　　　　　（34.5％）

町債〔予算〕16億7,220万円
　　〔収入〕12億7,920万円
　　　　　　　　　（76.5％）

繰入金〔予算〕4億3,099万円 
　　　〔収入〕　　　　 0万円（0.0％）

府支出金〔予算〕3億2,146万円 
　　　　〔収入〕　　5,051万円（15.7％）

国庫支出金〔予算〕2億2,992万円 
　　　　　〔収入〕　　2,654万円（11.5％）

〔予算〕
〔支出〕

17億3,458万円
  7億4,796万円
　　　　　（43.1％）

民生費

公債費　〔予算〕23億9.680万円〔支出〕16億3.009万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（68.0％）

〔予算〕
〔支出〕

6億4,787万円
2億8,409万円（43.9％）

総務費

〔予算〕
〔支出〕

12億5,427万円
  3億8,775万円（30.9％）

土木費

〔予算〕
〔支出〕

  6億780万円
  1億9,931万円（32.8％）

衛生費

〔予算〕
〔支出〕

  5億6,005万円
  2億2.309万円（39.8％）

教育費

〔予算〕
〔支出〕

  7億8,098万円
  4億2,908万円（54.9％）

その他

（億円） （億円）

歳
　
　
入

歳
　
　
出

0

平
成
　 

年
度

18

※グラフは予算現額で、うち　　　の部分が、歳入では収入済額・歳出では支出済額となっています。また、歳入の町債・歳出の
　公債費には借換債12億7,920万円を含んでいます。

住民一人あたりの負担額でみると

10万4,370円となります



町債の現在高（一般会計）

基金の現在高（一般会計）

① 財政負担の年度間調整と計画的、効率的
　な財政運営ができる
　本町のように財政規模があまり大きくな
い地方公共団体が、多額の経費を要する事
業を実施するとき、その経費のすべてを税
金などの一般財源で賄うことは困難です。
　そこで、町債を活用することにより、事
業を実施する会計年度の財政に過度の負担
をかけずに済みます。事業完了後、元利金
を毎年少しずつ返済していくことになりま
す。
② 世代間の負担を公平にできる
　一度に多額の経費が必要な公共施設の建
設など、その経費をその事業年度の税金な
どの一般財源で賄うことになれば、その時
住んでいる住民が負担するということにな
ります。施設は後々も利用できるので、将
来の住民にも返済を負担していただくこと
で住民負担の均衡を図ることができます。
　このようなことから、町債は地方公共団
体の財政運営を行う上で、必要な財源であ
るといえます。

町債 の主な働き
　町債とは、地方公共団体が資金調達のために負担する債務

で、その返済が１会計年度を超えて行われるものをいいます。

　平成18年９月末における町債の現在高は、113億8,401万円

となっています。

減税補てん債
７億7,472万円
　　（6.8％）

一般公共
6億3,927万円（5.6％）

　
基
金
は
、
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に
財
産
を

維
持
し
た
り
、
資
金
を
積
み
立
て
た
り
、

ま
た
は
定
額
の
資
金
を
運
用
す
る
た
め

に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
　

基 金 1 6 年 度 末
現 在 高

1 7 年 度 末
現 在 高

1 7 年 度 中 の 増 減

取 崩 し 額 積 立 金

財 政 調 整 基 金 ５億3,149万円 ３億9,100万円 833万円 １億4,882万円

減 債 基 金 3,794万円 － ２万円 3,796万円

その他特定目的基金 ５億7,317万円 ２億2,009万円

１億2,000万円

１億円

20万円 ３億5,328万円

合 計 11億4,260万円 ６億1,109万円 855万円 ５億4,006万円

20万円 ２億  774万円

－ １億4,554万円

－ ０円

公共施設整備基金

地 域 福 祉 基 金

福 祉 金 基 金

　町では、今後の財政運営の健全化に資するために各種基金の積立を毎年度実施し、平成17年度末基金現在
高は、５億4,006万円になっています。

内

訳

３億2,754万円

２億4,554万円

9万円 9万円

113億8,401万円

一般単独
46億884万円
　　（40.5％）

公営住宅
11億8,048万円
（10.4％）

義務教育
７億7,201万円
　　（6.8％）

府貸付金
9億2,569万円
（8.1％）

その他
10億4,138万円（9.1％）

平成18年度　上半期の財政事情 ▼問合せ　行財政改革課 行財政改革係 ☎492－2780

臨時財政対策債
14億4,162万円
（12.7％）

　お問い合わせ・ご相談は、大阪労働局労働保険徴収課　☎06－4790－6330（代）、

労働保険事務組合室　☎06－4790－6350（代）、最寄りの労働基準監督署まで。

（事務組合へ事務委託されている事業主の方は、上記期限とは異なります。）　

事業主
のみなさまへ

平成18年度 労働保険料第3期分の納付期限は11月30日（木）です！



文化スポーツ情報
　
公
民
館
利
用
者
の
学
習
成
果
の
発

表
と
地
域
の
方
々
と
の
親
睦
・
交
流

の
場
を
広
め
る
た
め
、
恒
例
の
『
公

民
館
ま
つ
り
』
を
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
模
擬
店
、
お
茶
席
、
豪

華
景
品
の
抽
選
会
等
で
ま
つ
り
を
盛

り
上
げ
ま
す
。
な
お
、
演
技
発
表
は

翌
年
３
月
10
日
（土）
・
11
日
（日）
に
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
楽

し
み
に
！

▼
と
き
　
12
月
３
日
（日）

　
　
　
　
午
前
10
時
（
開
会
式
）

▼
と
こ
ろ
　
淡
輪
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
☎
494
│
０
３
０
０

▼
内
容

○
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
歌
謡
コ
ン
サ
ー
ト

　
午
前
10
時
20
分
〜
午
後
４
時

○
作
品
展
示

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

○
模
擬
店

　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

※
お
で
ん
、
お
に
ぎ
り
、
ね
ぎ
焼
き
、

た
こ
焼
き
、
飲
み
物
ほ
か
（
売
り
切

れ
終
了
）

○
お
楽
し
み
抽
選
会

　
歌
謡
コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後

※
詳
細
は
、
各
戸
配
布
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
主
催

　
淡
輪
公
民
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会

▼
後
援
　
淡
輪
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
欧

米
で
、
毎
年
10
月
末
日
に
農
作
物
の

収
穫
に
感
謝
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た

お
祭
り
が
起
源
だ
そ
う
で
す
。

　
少
し
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
公
民

館
で
ク
ラ
ブ
活
動
を
し
て
い
る
子
ど

も
達
と
仮
装
や
ゲ
ー
ム
を
し
て
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。
お
や
つ
・
お
土
産
も

あ
り
ま
す
よ
！

▼
と
き
　
11
月
12
日
（日）
　
　
　
　
　

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時

▼
と
こ
ろ
　
淡
輪
公
民
館

▼
出
演
者

　
小
山
　
操
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

　
ミ
ス
タ
ー
大
久
保
（
マ
ジ
ッ
ク
）

▼
参
加
費
　
子
ど
も
　
１
０
０
円
　

　
　
　
（
保
護
者
・
一
般
は
無
料
）

▼
定
員
　
先
着
50
名

▼
申
込
期
日
　
11
月
８
日
（水）
ま
で

▼
申
込
方
法

　
淡
輪
公
民
館
窓
口
で
参
加
券
発
行

▼
問
合
せ
　
淡
輪
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
☎
494
│
０
３
０
０

▼
主
催

　
淡
輪
公
民
館
ク
ラ
ブ
協
議
会

　
大
正
琴
は
独
特
の
音
色
を
奏
で
、

そ
の
音
色
に
心
が
癒
さ
れ
ま
す
。

　
初
め
て
の
方
で
も
楽
し
め
る
よ
う

に
講
師
が
指
導
し
ま
す
（
初
心
者
大

歓
迎
）
。
あ
な
た
の
趣
味
の
１
ペ
ー

ジ
に
大
正
琴
を
加
え
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
　
11
月
18
日
（土）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜

▼
と
こ
ろ
　
淡
輪
公
民
館

▼
講
師
　
川
端
智
美

▼
定
員
　
10
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
　
大
正
琴
（
お
持
ち
で
な

い
方
に
は
準
備
し
ま
す
。）

▼
申
込
期
間

　
11
月
８
日
（水）
〜
15
日
（水）
ま
で

▼
申
込
方
法

　
公
民
館
窓
口
ま
た
は
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
火
曜
日
休
館
）

▼
申
込
・
問
合
せ
　
淡
輪
公
民
館
　

　
　
　
　
　
　
　

☎
494
│
０
３
０
０

▼
主
催
　
岬
ベ
イ
コ
ー
ド
ク
ラ
ブ

　　
秋
の
シ
ギ
・
チ
ド
リ
の
渡
り
を
観

察
し
よ
う
！

▼
と
き
　
11
月
19
日
（日）

▼
集
合
時
間  

午
前
９
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
（
時
間
厳
守
）

▼
集
合
場
所
　
南
海
『
樽
井
』
駅
前

▼
講
師
　
日
本
野
鳥
の
会
大
阪
支
部

　
　
　
　
　
研
究
部

中
村

進
先
生

▼
持
ち
物
　
弁
当
・
水
筒
・
帽
子
・

手
袋
・
筆
記
用
具
・
雨
具
・
双
眼
鏡

（
お
持
ち
の
方
）。

▼
参
加
費
　
会
員
　
１
０
０
円

　
　
　
　
　
一
般
　
２
０
０
円

            

　
（
傷
害
保
険
料
含
む
）

▼
備
考
　
小
雨
決
行
。
雨
天
の
場
合

は
孝
子
小
学
校
で
室
内
例
会
を
行
い

ま
す
。

○
当
日
会
員
の
受
付
も
し
ま
す
。

　
年
会
費
　
本
会
員
　
１
０
０
０
円

　
　
　
　
　
家
族
会
員
１
５
０
０
円

　
　
　
　
　
準
会
員
　
　
５
０
０
円

イ
ベ
ン
ト

み
さ
き
野
鳥
の
会

第
　
回
探
鳥
会

公
民
館
子
ど
も
利
用
セ
ミ
ナ
ー

 

子
ど
も
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

大
正
琴
体
験
講
座

子
ど
も
が
楽
し
め
る

 

オ
ペ
ラ
と
マ
ジ
ッ
ク
の
世
界

公
民
館
登
録
ク
ラ
ブ
主
催

◎とき　11月18日（土）午前9時30分～11時
◎ところ　淡輪公民館
◎曲名　野菊・白いブランコ　ほか
※自由参加です。懐かしい歌をご一緒に
　歌いませんか。（参加費無料、クラブ
　入会希望者は要会費）

童謡を“うたおう”のつどい童謡を“うたおう”のつどい童謡を“うたおう”のつどい童謡を“うたおう”のつどい

淡
輪
公
民
館
ま
つ
り 

第
　
回
17

公民館登録クラブ「童謡をうたう集い」

73



▼
申
込
・
問
合
せ

　
中
谷
宅
　
☎
492
│
１
６
６
２

　
土
井
宅
　

☎
492
│
２
２
２
５

▼
主
催
　
み
さ
き
野
鳥
の
会

▼
後
援
　
岬
町
文
化
協
会

　
今
回
は
、
町
内
の
バ
ス
ツ
ア
ー
で

す
。
日
頃
、
行
っ
て
見
た
い
け
れ
ど

車
が
無
い
し
、
あ
ま
り
歩
け
な
い
と

い
う
人
が
対
象
で
す
。

▼
と
き
　
11
月
９
日
（木）

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
５
時
ま
で
　

※
雨
天
中
止
の
場
合
10
日
（金）
に
順
延

▼
集
合
場
所

　
南
海
み
さ
き
公
園
駅
前

　
　
ミ
ニ
ル
ー
プ
バ
ス
停
留
所

▼
コ
ー
ス
　
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
〜
望

海
坂
〜
孝
子
〜
東
畑
〜
土
取
り
跡
〜

西
畑
〜
小
島
〜
夕
陽
ス
ポ
ッ
ト
〜
深

日
海
岸
〜
み
さ
き
公
園

▼
定
員
　
11
名

▼
参
加
費
　
１
２
０
０
円

　
　
　
　
　
（
保
険
代
を
含
む
）

▼
申
込
・
問
合
せ

　
岬
町
ま
ち
づ
く
り
住
民
会
議

　
　
　
岡
ま
で
　

☎
492
│
５
１
１
４

　
自
然
の
木
々
に
囲
ま
れ
て
丸
太
切

り
を
体
験
し
、
切
っ
た
丸
太
に
サ
ン

タ
さ
ん
の
顔
を
描
い
て
ク
リ
ス
マ
ス

の
飾
り
を
作
ろ
う
！

▼
と
き
　
11
月
25
日
（土）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

※
当
日
は
午
前
９
時
45
分
か
ら
受
付

を
開
始
。
な
お
、
雨
天
中
止
の
場
合

は
、
26
日
（日）
に
順
延
し
ま
す
。

▼
集
合
場
所

　
せ
ん
な
ん
里
海
公
園

　
　
　
う
み
べ
の
森
・
花
の
広
場

▼
定
員
　
先
着
30
名
（
小
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
の
こ
と
）

▼
参
加
費
　
小
学
生
以
上
１
人
200
円

　
　
　
　
　
　
（
保
険
代
を
含
む
）

▼
材
料
費
　
丸
太
１
本
に
付
き
300
円

▼
持
ち
物

　
軍
手
・
活
動
し
や
す
い
服
装

▼
申
込
方
法

　
11
月
６
日
（月）
よ
り
受
付
開
始
（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

※
お
車
で
お
越
し
の
方
は
、
駐
車
料

金
600
円
が
必
要
で
す
。

▼
申
込
・
問
合
せ
　

　
う
み
べ
の
森
を
育
て
る
会
事
務
局

　
　

☎
090
│
３
９
４
２
│
０
９
０
２

▼
と
き
　
11
月
17
日
（金）

　
　
　
　
午
後
１
時
〜

※
当
日
は
午
後
０
時
30
分
か
ら
受
付

開
始
。
雨
天
決
行
。

▼
と
こ
ろ
　
せ
ん
な
ん
里
海
公
園
　

　
　
　
　
　
　
「
潮
騒
ビ
バ
レ
ー
」

▼
参
加
費
　
３
０
０
０
円

▼
持
ち
物
　
千
枚
通
し

▼
定
員
　
先
着
15
名
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

▼
申
込
方
法

　
11
月
10
日
（金）
よ
り
受
付
開
始

※
お
車
で
お
越
し
の
方
は
、
駐
車
料

金
600
円
が
必
要
で
す
。

▼
申
込
・
問
合
せ

　
ハ
ー
ブ
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
香
の
会
事
務
局

　
　
☎
090
│
６
２
３
３
│
７
４
５
５

　
ふ
れ
あ
い
交
流
祭
で
、
岬
町
国
際

交
流
サ
ー
ク
ル
は
「
書
道
と
折
り
紙
」

の
ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
す
。

　
ほ
か
に
も
、
世
界
中
か
ら
集
ま
っ

た
研
修
生
に
よ
る
出
展
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
国
々
の
様
々
な
情
報
が
収
集
で

き
、
研
修
生
と
友
達
に
な
る
に
も
絶

好
の
機
会
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
　
11
月
26
日
（日）

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

▼
と
こ
ろ
　
関
西
国
際
セ
ン
タ
ー

▼
問
合
せ
　
岬
町
国
際
交
流
サ
ー
ク

ル
　
浅
田
ま
で

　
　
☎
090
│
９
０
５
６
│
４
２
６
１

　
岬
町
国
際
交
流
サ
ー
ク
ル
で
は
、

「
ふ
れ
あ
い
交
流
祭
」
の
ブ
ー
ス
出

展
に
先
駆
け
、
「
折
り
紙
の
集
い
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の

中
で
、
時
間
を
忘
れ
て
、
な
つ
か
し

い
折
り
紙
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
　
11
月
15
日
（水）

岬
町
ま
ち
づ
く
り
住
民
会
議

野
の
花
と
出
会
う
会

関
西
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
交
流
祭

岬
町
国
際
交
流
サ
ー
ク
ル

折
り
紙
の
集
い

せ
ん
な
ん
里
海
公
園

　
う
み
べ
の
森
を
育
て
る
会

丸
太
を
切
っ
て

　
サ
ン
タ
を
作
ろ
う

せ
ん
な
ん
里
海
公
園

  

ハ
ー
ブ
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
香
の
会

自
然
素
材
で
ク
リ
ス
マ
ス

 

リ
ー
ス
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

●と　き　平成19年１月７日（日）午前10時30分～

●ところ　岬中学校体育館

●対　象　昭和61年４月２日～

　　　　　　昭和62年４月１日までに生まれた人

　　　　　※対象者には12月初旬にご案内します。

●問合せ　教育委員会　生涯学習課　☎492－2715

－ご家族の方も入場できます－

岬町成人祭のご案内岬町成人祭のご案内岬町成人祭のご案内岬町成人祭のご案内



　
　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時

▼
と
こ
ろ

　
岬
町
人
権
淡
輪
地
域
協
議
会

　
　
　
集
会
所
　

☎
494
│
１
５
０
８

　
　
　
　
　
　
　 

（
担
当
・
坂
原
）

▼
講
師
　
佐
藤
（
会
員
）

▼
参
加
費
　
無
料
（
折
り
紙
な
ど
の

材
料
は
全
て
ご
用
意
し
ま
す
。
）

▼
定
員
　
特
に
な
し
（
退
席
自
由
）

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
　
岬
町
国
際
交
流
サ
ー
ク

ル
　
浅
田
ま
で

　
　

☎
090
│
９
０
５
６
│
４
２
６
１

　
岬
町
と
大
阪
府
で
は
、
関
西
国
際

空
港
二
期
事
業
土
砂
採
取
跡
地
に
お

い
て
、「
協
働
・
環
境
・
健
康
」
を
基
本

コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
岬
町
多
奈
川
地

区
多
目
的
公
園
整
備
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
公
園
整
備
に
あ
た
り
、「
親
し

め
る
緑
空
間
の
再
生
」
を
め
ざ
し
て
、

桜
の
記
念
植
樹
を
み
な
さ
ん
と
『
協

働
』
で
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
植
樹
場
所
　
岬
町
多
奈
川
地
区
多

目
的
公
園
予
定
地
内

▼
植
樹
日
　
12
月
２
日
（土）

　
　
　
　
　
※
雨
天
順
延
９
日
（土）

▼
集
合
時
間
・
集
合
場
所

　
午
前
10
時
・
現
地
集
合

※
公
共
交
通
機
関
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
（
駐
車
場
あ
り
）

▼
参
加
定
員
　
抽
選
に
よ
る
50
組

※
必
ず
、
大
人
の
方
を
含
め
て
く
だ

さ
い
。

▼
持
参
物
　
軍
手
、
ス
コ
ッ
プ
、
じ

ょ
う
ろ
、
飲
み
物
（
必
要
な
方
）

▼
申
込
方
法

　
往
復
は
が
き
に
代
表
者
の
住
所
・

氏
名
・
連
絡
先
・
参
加
人
数
を
記
入

し
て
岬
町
事
業
部
宛
に
郵
送
（
当
日

消
印
有
効
）
す
る
か
、
役
場
の
事
業

部
第
二
阪
和
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
課

窓
口
で
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限
　
11
月
15
日
（水）

▼
抽
選
日
　
11
月
20
日
（月）
公
開
抽
選

※
窓
口
申
込
の
方
は
、
窓
口
に
て
抽

選
結
果
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ

　
事
業
部
　
第
二
阪
和
等
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
課
　
　
☎
492
│
２
７
５
１

●
和
紙
ち
ぎ
り
絵

　
11
月
17
日
（金）
、
午
前
９
時
30
分
〜

正
午
、
淡
輪
公
民
館
で
。

【
連
絡
先
】
　
尾
和
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
☎
492
│
１
３
０
５

●
み
さ
き
写
真
同
好
会

　
11
月
18
日
（土）
、
午
後
７
時
〜
９
時

30
分
、
淡
輪
公
民
館
で
。

●
マ
ン
ド
リ
ン･
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ

　
11
月
11
日
（土）
、
午
後
１
時
〜
５
時
、

淡
輪
公
民
館
で
。

　
11
月
２
日
（木）
、９
日
（木）
、
16
日
（木）
、

30
日
（木）
、
午
後
０
時
30
分
〜
５
時
、

孝
子
小
学
校
で
。

●
コ
ー
ル
ア
ゼ
リ
ア

　
11
月
２
日
（木）
、９
日
（木）
、
16
日
（木）
、

30
日
（木）
、
午
後
０
時
30
分
〜
４
時
30

分
、
淡
輪
公
民
館
で
。

●
岬
自
然
散
策
会

　
岡
山
森
林
公
園
（
約
６
km
の
散
策
）

へ
行
き
ま
せ
ん
か
。
11
月
25
日
（土）
、

午
前
６
時
45
分
（
時
間
厳
守
）
、
み

さ
き
公
園
駐
車
場
側
集
合
。
水
筒
、

雨
具
、
バ
ス
代
５
０
０
０
円
（
弁
当

代
を
含
む
）
持
参
。
会
員
で
な
い
人

は
会
費
５
０
０
円
が
必
要
で
す
。
小

雨
決
行
。
申
込
み
は
11
月
17
日
（金）
ま

で
に
。
次
回
は
熊
野
古
道
で
す
。

【
申
込
先
】

　
　
大
西
ま
で
　

☎
494
―
０
０
５
０

　　
囲
碁
・
社
交
ダ
ン
ス
・
子
ど
も
茶

道
・
和
紙
の
ち
ぎ
り
絵
・
パ
ッ
チ
ワ

ー
ク
・
大
正
琴
・
英
会
話
・
文
化
箏

・
書
道
・
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
・
墨
絵

・
茶
道
・
卓
球
・
ス
ト
レ
ッ
チ
・
太

極
拳
・
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
・
ど
ん
ぐ

り
こ
ろ
こ
ろ
（
就
学
前
の
子
ど
も
と

親
の
活
動
）
・
キ
ッ
ズ
ジ
ャ
ズ
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
・
源
氏
物
語
を
読

む
会
・
ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
・
シ
ャ

ン
ソ
ン
・
絵
手
紙
・
着
物
の
着
付
・

ピ
ア
ノ
レ
ッ
ス
ン
・
朗
読
・
生
花
・

料
理
・
日
本
舞
踊
・
民
謡
・
リ
フ
ォ

ー
ム
・
童
謡
・
腹
話
術
・
煎
茶
・
フ

ラ
ダ
ン
ス
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
・

水
彩
画
・
パ
ソ
コ
ン

※
ク
ラ
ブ
活
動
に
参
加
を
希
望
さ
れ

カ
ル
チ
ャ
ー

人
材
銀
行
に
よ
る
講
座

文
化
協
会

登
録
ク
ラ
ブ
の
紹
介

平
成 

　
年
度
　
淡
輪
公
民
館

18

毎月 8日は「こども安全デー」
　町内のこどもを犯罪から守る
ため、登下校時に通学路周辺や
身近なところで、こどもたちを
見守ってください。みなさまの
ご協力をお願いします。
　　　　　　　岬町教育委員会

桜
の
記
念
植
樹
に

　
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
岬
だ
よ
り
10
月
号
で
ご
案
内
し

　
ま
し
た
『
お
お
さ
か
「
山
の
日
」

　
第
４
回
岬
町
峠
巡
り
』
の
雨
天

　
中
止
の
判
断
は
、
当
日
午
前
７

　
時
、
和
歌
山
県
北
部
の
降
水
確

　
率
50
％
以
上
の
場
合
に
中
止
と

　
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

　
ご
了
承
く
だ
さ
い
。



る
方
は
公
民
館
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。
但
し
、
定
員
に
達
し
て
い
る

た
め
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
の
ク
ラ
ブ

が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
　
淡
輪
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　

☎
494
│
０
３
０
０

　
子
ど
も
の
健
全
育
成
や
安
全
確
保

に
熱
意
が
あ
り
、
次
の
活
動
が
少
し

で
も
可
能
な
町
民
の
方
な
ら
、
ど
な

た
で
も
登
録
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

①
通
学
路
や
危
険
な
場
所
に
立
っ
て

　
い
た
だ
き
「
あ
い
さ
つ
」
や
「
声

　
か
け
」
な
ど
の
見
守
り
活
動

②
校
区
・
小
学
校
内
の
巡
回
活
動
　

　
　
　
　
　
（
学
校
長
の
要
請
時
）

③
不
審
者
情
報
が
あ
っ
た
と
き
の
見

　
守
り
活
動

▼
登
録
方
法
（
随
時
受
付
）

　
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
☎
492
│
２
７
１
５

　
食
欲
の
秋
、
読
書
の
秋
、
あ
な
た

の
秋
は
ど
ん
な
秋
で
す
か
？

● 

お
か
あ
さ
ん
だ
い
す
き

　
　
文
と
絵
　
ま
ー
じ
ょ
り
ー
・
ふ
ら
っ
く

　
　
　
　

　
き
ょ
う
は
ダ
ニ
ー
の
お
か
あ
さ
ん

の
た
ん
じ
ょ
う
日
、
お
い
わ
い
に
な

に
を
あ
げ
た
ら
い
い
の
か
・
・
・
。

　
め
ん
ど
り
に
き
い
た
り
、
が
ち
ょ

う
に
き
い
た
り
、
や
ぎ
と
ひ
つ
じ
と

め
う
し
に
も
き
き
ま
し
た
が
、
く
ま

に
き
い
た
の
が
い
ち
ば
ん
い
い
と
お

も
い
ま
し
た
。

　
ダ
ニ
ー
は
な
に
を
あ
げ
た
の
で
し

ょ
う
？

● 

も
り
も
り
小
学
校
シ
リ
ー
ズ

　
　
　
な
ぞ
な
ぞ
お
べ
ん
と
う

　
　
　
　
　
　

　
も
り
も
り
小
学
校
は
と
っ
て
も
た

の
し
く
て
お
い
し
い
学
校
。

　
だ
っ
て
、
き
ゅ
う
し
ょ
く
の
お
ば

さ
ん
が
ま
じ
ょ
な
ん
で
す
も
の
！

　
き
ょ
う
は
、
う
れ
し
い
う
れ
し
い

え
ん
そ
く
、
ふ
し
ぎ
森
に
、
ま
じ
ょ

た
ち
が
か
く
し
た
お
べ
ん
と
う
を
さ

が
し
に
し
ゅ
っ
ぱ
つ
！

● 

マ
ー
リ
ン
Ⅰ

　
　
魔
法
の
島
フ
ィ
ン
カ
イ
ラ

　
　
　
　

　
ぼ
く
に
は
思
い
出
と
い
う
も
の
が

な
い
、
自
分
の
名
前
す
ら
あ
や
ふ
や

で
、
母
が
語
っ
て
く
れ
る
謎
め
い
た

物
語
だ
け
が
、
な
ぜ
か
心
に
響
く
。

　
あ
る
日
、
少
年
の
身
の
う
ち
に
恐

る
べ
き
力
が
め
ば
え
た
。
失
わ
れ
た

記
憶
と
光
、
そ
し
て
本
当
の
自
分
を

探
す
た
め
少
年
は
海
を
め
ざ
す
。

　
森
と
伝
説
に
満
ち
た
、
魔
法
の
島

フ
ィ
ン
カ
イ
ラ
、
偉
大
な
る
魔
法
使

い
の
物
語
が
い
ま
は
じ
ま
っ
た
！

　
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
、
11
月
９

日
「
１
１
９
番
の
日
」
か
ら
15
日
ま

で
の
１
週
間
、
全
国
一
斉
に
実
施
さ

れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
に
火
災
予
防
の

意
識
を
持
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に

火
災
の
発
生
を
防
ぎ
、
高
齢
者
の
方

を
中
心
と
し
た
死
傷
事
故
の
減
少
や
、

財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
住
宅
防
火

対
策
の
推
進
、
放
火
火
災
・
連
続
放

火
火
災
予
防
と
と
も
に
、
特
定
防
火

対
象
物
等
に
お
け
る
防
火
安
全
対
策

の
徹
底
を
重
点
目
標
に
全
国
的
に
展

開
さ
れ
ま
す
。

　
消
防
本
部
で
は
期
間
中
、
消
防
車

に
よ
る
防
火
広
報
や
、
防
火
ポ
ス
タ

ー
を
各
所
に
掲
示
す
る
な
ど
、
火
災

予
防
の
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
日
に
日
に
寒
く
な
り
、

火
を
使
用
す
る
機
会
も
増
え
て
き
ま

す
。
み
な
さ
ん
も
家
庭
や
職
場
か
ら

火
事
を
出
さ
な
い
よ
う
、
今
一
度
、

新
た
な
視
点
で
防
火
に
つ
い
て
見
直

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　

　
幼
年
期
か
ら
火
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
の
正
し
い
知
識
を
養
い
、
防
火

思
想
の
普
及
を
効
果
的
に
図
る
目
的

で
、
教
円
幼
稚
園
が
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
を
結
成
し
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
10
日
（金）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
教
円
幼
稚
園

▼
問
合
せ
　
岬
消
防
署
予
防
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
492
│
０
１
１
９

図
書
だ
よ
り

日 月 火 水 木 金 土

3 4

5 6 7

1 2

8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29

11月の図書カレンダー

30

■
本
の
紹
介

　
○
は
淡
輪
公
民
館
図
書
室
休
み

　
色
字
は
ア
ッ
プ
ル
館
休
み

　
▼
淡
輪
公
民
館
図
書
室

　
　
10
じ
〜
12
じ
・
１
じ
〜
５
じ

　
▼
ア
ッ
プ
ル
館
　
12
じ
〜
５
じ

学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　 

を
募
集
し
ま
す
！

※行政番組に関するお問い合わせ
　は、秘書課☎492－2769まで。

※ケーブルテレビに関するお問い
　合わせは、J:com関西りんくう
　局☎0120－089－344まで。

「わくわく！りんくう」放送番組！「わくわく！りんくう」放送番組！

岬町の放送時間帯

① 11：00～11：20

② 16：00～16：20

③ 24：00～24：20

11/1～11/30放送 岬めぐり　林道編　～本谷林道～

どうぞお楽しみに！

訳・編者
　光吉　夏弥
　　　岩波書店

作者　薫くみこ
　　学習研究社

著者　T・A・バロン 
訳者　海後礼子
　　　主婦の友社

１19
ダイヤル

岬消防署

１19
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
結
成
式

消
さ
な
い
で

 

あ
な
た
の
心
の

　
　  

注
意
の
火



　９月10日（日）東南海・南海地震などの海溝型地震による津波の発生
を想定し、津波対策総合訓練にかかる住民参加型避難訓練を多奈川港・
中・西自治区の住民のみなさまを対象に実施しました。
　当日は、約170名の住民のみなさんが参加され、避難経路及び避難場
所の確認をされました。
　また、水門・門扉等の操作訓練では、
淡輪・深日・多奈川地区の71名の住民
の方々にご協力をいただき、48施設の
操作訓練を実施するとともに、多奈川
中地区のポンプゲート操作訓練も同時
に実施しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　危機管理課・事業課・下水道課

　ボジョレー・ヌーボーの解禁をお
祝いするパーティーを開催します。
ワインとよく合う美味しいお料理と
ピアノの生演奏を一緒に愉しめる、
ロマンティックなカジュアルパーテ
ィーです。
▼開催日時
　11月16・17日　19：00～21：00　
　　　　　　　　（受付18：30～）
▼料金
　お一人様　7200円（サ・税込）　
　食べ放題・飲み放題（前売りは　
　6200円：なくなり次第終了）
※料金等、詳しくはホームページを
ご覧ください。
▼予約・問合せ
　ホテル日航関西空港
　　　　　☎ 455－1111（代表）

津波対策総合訓練の実施津波対策総合訓練の実施津波対策総合訓練の実施津波対策総合訓練の実施
関空News

スカイ de ボジョレー

・ヌーボーパーティー

　去る、９月16日（土）ドーンセンタ
ーにおいて平成18年度大阪府体育指導
委員研修会が開催されました。
　研修会の冒頭に功労者表彰式が行わ
れ、岬町からは大野照代氏が受賞され
ました。大野さんは平成４年４月から
岬町体育指導委員として現在まで、14
年間の永きにわたってニュースポーツ
の普及振興など体育指導委員としてスポーツの振興にご活躍されていま
す。今後とも益々のご活躍とご発展をお祈りします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生涯学習課

大阪府体育指導委員功労者表彰が行われました

 

町
長
コ
ラ
ム

四
季
彩
々

　
紅
葉
の
季
節
、「
日
本
の
秋
は
な
ん
て
す
ば
ら
し
い
の
だ
ろ
う
」
と
思
っ

て
し
ま
い
ま
す
。（
海
外
の
秋
は
知
り
ま
せ
ん
が
…
）

　
赤
、
黄
、
茶
色
と
さ
ま
ざ
ま
な
紅
葉
が
あ
り
ま
す
し
、
植
物
の
種
類
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
私
は
、
イ
チ
ョ
ウ
の
黄
色
と
、
ド
ウ
ダ
ン
ツ

ツ
ジ
の
赤
が
大
好
き
で
す
。
イ
チ
ョ
ウ
並
木
が
、
緑
か
ら
黄
緑
を
経
て
見
事

な
黄
色
に
変
化
し
て
ゆ
く
過
程
は
、
日
ご
と
深
ま
り
行
く
秋
を
実
感
さ
せ
て

く
れ
ま
す
し
、
真
っ
赤
な
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
の
小
さ
い
葉
は
、
日
本
の
秋
を

惜
し
ん
で
精
一
杯
そ
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
思
え
る
の

で
す
。

　
カ
エ
デ
の
大
木
の
紅
葉
は
す
ば
ら
し
い
も
の
で
す
が
、
こ
の
観
賞
の
仕
方

に
拘
り
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
大
木
の

根
元
に
立
っ
て
上
を
見
上
げ
て
く
だ
さ

い
。
枝
の
重
な
り
具
合
に
よ
っ
て
光
が

微
妙
に
変
化
し
て
、
な
ん
と
も
い
え
な

い
グ
ラ
デ
ィ
ー
シ
ョ
ン
を
見
せ
て
く
れ

る
の
で
す
。

　
本
当
に
日
本
の
秋
は
す
ば
ら
し
い
。

大阪府総合体育大会
中央大会出場結果

　６月に開催されました大阪府総合

体育大会・泉南地区大会のソフトボ

ール一般女子二部において、岬町の

「ポピンズ」が優勝し、８月27日に

羽曳野市において開催されました、

中央大会に出場しました。中央大会

では、初戦で強豪の寝屋川市と対戦

し、惜しくも敗退しました。悔しい

気持ちを忘れず、来年につなげてく

ださい。

　また、９月３日には堺市において、

柔道競技の部（二段の部）において、

岬町柔道連盟から出場した竹原伸晃

氏が見事個人３位に入賞されました。

おめでとうございます。

　様々な競技で活躍されました選手

のみなさん、本当に暑い中ご苦労さ

までした。

　　今後も各競技において、ご活躍

　　されることを期待しています。

　　　　　　　　　　　生涯学習課



　
平
成
18
年
第
３
回
定
例
会
が
、
９

月
５
日
〜
22
日
ま
で
の
18
日
間
の
日

程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
期
定
例
会
の
初
日
に
は
、
田
島

乾
正
議
員
が
観
光
・
交
通
・
土
取
跡

地
、
竹
内
邦
博
議
員
が
福
祉
、
反
保

多
喜
男
議
員
が
企
業
誘
致
、
川
端
啓

子
議
員
が
広
域
行
政
・
環
境
・
教
育

・
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
、
鍛
治

末
雄
議
員
が
上
下
水
道
、
奥
野
学
議

員
が
財
政
、
岡
本
重
樹
議
員
が
教
育

・
住
民
、
中
原
晶
議
員
が
各
種
税
金

等
の
負
担
軽
減
を
求
め
る
・
目
安
箱

の
設
置
を
求
め
る
・
警
報
時
の
対
応
、

和
田
勝
弘
議
員
が
信
号
制
御
の
時
間

調
整
・
健
康
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
入

口
部
交
差
点
改
良
、
福
田
収
議
員
が

安
心
、
安
全
な
町
づ
く
り
・
将
来
性

の
あ
る
町
づ
く
り
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
議
事
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
40
件

の
議
事
が
慎
重
審
議
の
結
果
、
可
決

・
同
意
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
（
議

決
結
果
表
参
照
）
な
お
、
岬
町
水
道

給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
件
は

「
高
齢
者
等
弱
者
対
策
に
つ
い
て
、

基
本
料
金
の
減
額
を
求
め
る
」
事
業

民
生
委
員
会
の
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、

修
正
案
及
び
修
正
部
分
を
除
く
原
案

に
つ
い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
　
　

１
日
　
徳
島
県
上
勝
町
視
察
研
修

　
　
　
　
　
　
　
（
８
月
31
日
〜
）

３
日
　
第
50
回
記
念
大
阪
府
消
防
大

　
　
　
会
消
防
訓
練
大
会
・
和
泉
市

　
　
　
制
施
行
50
周
年
記
念
式
典

４
日
　
自
治
区
長
連
合
会
役
員
面
談

　
　
　
・
農
業
委
員
会

５
日
　
定
例
会
（
１
日
目
）

６
日
　
定
例
会
（
２
日
目
）

７
日
　
総
務
文
教
委
員
会

８
日
　
事
業
民
生
委
員
会（
１
日
目
）

10
日
　
津
波
対
策
総
合
訓
練

11
日
　
事
業
民
生
委
員
会（
２
日
目
）

14
日
　
６
役
会
議

15
日
　
空
港
対
策
跡
地
利
用
促
進
委

　
　
　
員
会
打
合
せ
会
議
・
第
二
阪

　
　
　
和
国
道
建
設
促
進
委
員
会
打

　
　
　
合
せ
会
議

16
日
　
第
38
回
多
奈
川
支
部
定
期
大
会

17
日
　
み
さ
き
里
海
里
山
ウ
ォ
ー
キ

　
　
　
ン
グ
・ 

健
康
長
寿
ま
つ
り

21
日
　
総
務
文
教
委
員
会
協
議
会
・

　
　
　
空
港
対
策
跡
地
利
用
促
進
委

　
　
　
員
会
・
第
二
阪
和
国
道
建
設

　
　
　
促
進
委
員
会

22
日
　
議
会
運
営
委
員
会
・
全
員
協

　
　
　
議
会
・
定
例
会
（
３
日
目
）

24
日
　
歌
謡
大
会

25
日
　
例
月
出
納
検
査
・
南
大
阪
湾

　
　
　
岸
南
部
流
域
下
水
道
組
合
例

　
　
　
月
監
査

28
日
　
岬
町
人
権
啓
発
推
進
協
議
会

　
　
　
総
会

30
日
　
千
早
赤
阪
村
50
周
年
記
念
式

　
　
　
典

可
決

岬
町
下
水
道
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
件

修
正
案
可
決
・
修
正
部
分
を
除
く
原
案
可
決

岬
町
水
道
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
件

可
決

岬
町
消
防
団
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
件

可
決

岬
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
件

可
決

岬
町
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
件

可
決

岬
町
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
件

可
決

岬
町
国
民
健
康
保
険
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
件

可
決

岬
町
火
葬
場
使
用
条
例
の
全
部
を
改
正
す
る
件

可
決

岬
町
立
簡
易
心
身
障
害
児
通
園
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
件

可
決

岬
町
立
淡
輪
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定
の
件

可
決

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
件

可
決

道
路
整
備
の
推
進
及
び
そ
の
財
源
確
保
に
関
す
る
意
見
書（
案
）

可
決

出
資
法
の
上
限
金
利
の
引
き
下
げ
等
、
「
出
資
の
受
け
入
れ
、
預

り
金
及
び
金
利
等
の
取
締
り
に
関
す
る
法
律
」
及
び
「
貸
金
業
の

規
制
等
に
関
す
る
法
律
」
の
改
正
を
求
め
る
意
見
書（
案
）

可
決

岬
町
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
件

可
決

平
成
　
年
度
岬
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
次
）の
件

18

認
定

平
成
　
年
度
岬
町
一
般
会
計
決
算
認
定
の
件

17

可
決

平
成
　
年
度
岬
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
次
）の
件

認
定

平
成
　
年
度
岬
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算
認
定
の
件

認
定

平
成
　
年
度
岬
町
老
人
保
健
特
別
会
計
決
算
認
定
の
件

1717

認
定

平
成
　
年
度
岬
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計
決
算
認
定
の
件

17

認
定

平
成
　
年
度
岬
町
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
決
算
認
定
の
件

可
決

平
成
　
年
度
岬
町
介
護
保
険
特
別
会
計（
保
険
事
業
勘
定
）補
正
予
算（
第
１
次
）の
件

17

18

認
定

平
成
　
年
度
岬
町
介
護
保
険
特
別
会
計
決
算
認
定
の
件

17

可
決

平
成
　
年
度
岬
町
介
護
保
険
特
別
会
計（
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
）
補
正
予
算（
第
１
次
）の
件

18

認
定

平
成
　
年
度
岬
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
決
算
認
定
の
件

17

可
決

平
成
　
年
度
岬
町
深
日
財
産
区
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
次
）の
件

可
決

平
成
　
年
度
岬
町
多
奈
川
財
産
区
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
次
）の
件

18

同
意

岬
町
深
日
地
区
財
産
区
管
理
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件

18

認
定

平
成
　
年
度
岬
町
多
奈
川
財
産
区
特
別
会
計
決
算
認
定
の
件

17

認
定

平
成
　
年
度
岬
町
谷
川
財
産
区
特
別
会
計
決
算
認
定
の
件

17

認
定

平
成
　
年
度
岬
町
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
の
件

17

22

認
定

平
成
　
年
度
岬
町
住
宅
用
地
造
成
事
業
特
別
会
計
決
算
認
定
の
件

17

可
決

工
事
請
負
契
約
締
結
の
件（
多
奈
川
小
島
地
区
桟
橋
改
造
工
事
）

可
決

工
事
請
負
契
約
締
結
の
件（
公
共
下
水
道
汚
水
管
埋
設
工
事（
　
│
７
））

可
決

工
事
請
負
契
約
締
結
の
件（
多
奈
川
東
畑
地
区
土
砂
採
取
跡
地
水
路
等
整
備
工
事（
そ
の
４
））

可
決

工
事
請
負
契
約
締
結
の
件（
多
奈
川
東
畑
地
区
土
砂
採
取
跡
地
水
路
等
整
備
工
事（
そ
の
２
））

可
決

工
事
請
負
契
約
締
結
の
件（
多
奈
川
東
畑
地
区
土
砂
採
取
跡
地
水
路
等
整
備
工
事（
そ
の
３
））

可
決

平
成
　
年
度
岬
町
淡
輪
財
産
区
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
次
）の
件

18

認
定

平
成
　
年
度
岬
町
深
日
財
産
区
特
別
会
計
決
算
認
定
の
件

17

認
定

平
成
　
年
度
岬
町
淡
輪
財
産
区
特
別
会
計
決
算
認
定
の
件

17

９
月
定
例
会
の
議
会
議
決
結
果

結
果

18

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

９
月
定
例
会
の
報
告

議
会
の
９
月
の
活
動



　女性で最も多く、大阪では乳がん

にかかる人が過去30年間で約５～６

倍に急増しています。早期で見つけ

るほど乳房を切り取らずに温存でき

ます。

▼こんな症状にご注意！

　しこり、乳房のひきつれ、乳頭か

らの血性の液が出る、乳頭のただれ

など。痛みはほとんどみられません。

乳がんは、唯一自分でも見つけられ

るがんです。日頃から乳房や脇の下

を触って調べましょう。

※異常があるときは、乳腺外科・乳

腺外来で受診を！

▼Ｑ＆A

Q　マンモグラフィとは、どんな検

　査ですか？

A　乳房を片方ずつプラスチックの

板ではさみ、撮影します。撮影中は

乳房に少し圧迫感を感じることがあ

ります。マンモグラフィでは、触っ

ても分からないごく小さながんも見

つけることができます。　

　20歳を過ぎたら検診を受けましょ

う！若年者に頸部がんが増えていま

す。

▼こんな症状にご注意！　

　初期の子宮頚部がんでは全く症状

のないことが普通です。

※がんが少し進行すると

　月経時以外の出血や、性交時の出

血、おりものの変化（臭い、量、性

状）として現れてきます。

▼Ｑ＆A

Q　検診を受ける時期はいつがいい

ですか？

A　月経終了後約１週間から次の月

経までの間に受けるのが望ましいで

しょう。正確な判定を受けるには月

経時や月経直後の検診は避けたほう

がいいでしょう。また、検診前日と

検診当日の性交は避けてください。

保健センター通信

 がん検診シリーズ ③

◆乳がん検診について

◆子宮がん検診について

大阪中毒110番
一般向け受信相談
　の無料化について

子育て支援センターの愛称を募集します！
親しみやすい、インパクトのある名前をつけてください！

子育て支援センターの愛称を募集します！

▼応募資格　　岬町に在住又はお勤めの方。（年齢は問いません。）
▼応募方法　　応募用紙又は、官製ハガキに住所・氏名・年齢・電話番号・愛称を記入の上、郵送又はご持参
　　　　　　　ください。
　　　　　　　※応募用紙は子育て支援課・子育て支援センター・淡輪公民館・岬町立各保育所・岬町立幼稚園
　　　　　　　・保健センターにて配布します。
▼応募期間　　11月1日～11月30日（必着）
▼選　　考　　愛称選考委員会で決定します。
▼表　　彰　　採用された方には粗品（図書券）を進呈します。
▼公　　表　　広報誌「岬だより２月号」で公表します。
▼応 募 先　　〒599－0303　岬町深日2026番地　岬町立子育て支援センター　☎ 492－1350

　（財）日本中毒情報センターでは、化学物質（家庭用品、医薬品、農薬

などを含む）および動植物の毒によって起こる急性の中毒について、応急

処置などの緊急情報を提供しています。

　現在、情報提供料はダイヤルQ２にて有料で行っていますが、９月９日

（土）午前９時から、一般のみなさまに対しては、情報提供料を無料で行

うことになりました。ただし、いずれの場合も通話料は相談者の負担にな

ります。

　なお、中毒110番では食中毒（細菌性）、慢性の中毒、小石、ビー玉な

どの異物誤飲については受け付けていませんので、最寄りの医療機関へご

相談ください。

　▼大阪中毒110番　☎072－727－2499　※365日24時間対応

　▼タバコ専用電話　☎072－726－9922　※365日24時間対応

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（テープによる情報提供）

　■問合せ　保健センター　☎ 492－2424

　長年、みなさまにご利用いただい

てまいりました大阪法務局尾崎出張

所は、平成19年３月19日（月）をも

ちまして大阪法務局岸和田市局へ統

合することとなりました。

▼統合後の登記事務について

　統合に伴い、泉南市・阪南市・岬

町の不動産登記事務及び商業・法人

登記事務は岸和田支局で取り扱うこ

ととなります。また、統合と同時に

業・法人登記事務をコンピュータ処

理します。　詳しくは、大阪法務局

岸和田支局☎438－6501までお問い

合わせください。

法務局からのお知らせ



健 康 ス ケ ジ ュ ー ル

保健センター
☎ 492‐2424・2425予 防 接 種

子 ど も の 健 診 ＆ 相 談

健 康 相 教 室談 ＆ づ く り健 康

4 か 月 児 健 診

１歳６か月児健診

保 健 師 健 康 相談

健 診 ・ 相 談 の 種 類

対　　　象

日 時 ・ 受 付 ・ 次 回 健 診 日 場　　所

場　　所

（離乳食講習会・ＢＣＧ同時実施）
平成18年７月生

11月28日（火）受付時間は個別通知でお知らせします。
※母子健康手帳の受付は正午～　次回は12月19日（火）

12月７日（木）受付時間は個別通知でお知らせします。
※母子健康手帳の受付は正午～
次回は翌年３月８日（木）

平成17年３月生
　　　　４月生
　　　　５月生

相 談 ・ 教 室 日 時 ・ 定 員 ・ 予 約 受 付

どなたでも

どなたでも

接　　種　　名 対　　　　象

対　　　　象

日 時 ・ 受 付 場　　　所

保健センター

保健センター

保健センター

生後３か月～90か月未満（できるだけ18か月までに）
６週間以上あけて２回服用

ポ リ オ
（小児マヒ）

乳幼児育児・健康相談 乳　幼　児
12月４日（月）受付時間は午前10時～正午まで。
※電話予約が必要です。　次回は翌年１月15日（月）

体 操 教 室
健 康 づ く り 11月13日（月）、27日（月）、いずれも午後１時30分～３時ま

で。定員 30名（予約制：保健センター ☎492－2424）

11月13日（月）、27日（月）、いずれも午後１時～２時まで。

生後３か月～６か月未満　１回接種Ｂ Ｃ Ｇ
11月28日（火）
午後１時30分～２時
次回は12月19日（火）

11月22日（水）
午後１時～２時15分
次回は翌年３月29日（木）

　親子の交流や仲間づくりの場として保健室を開放します。

○と　き　11月15日・22日・12月６日　午前10時～正午

○ところ　保健センター

○内　容　11月15日（水）おもちゃライブラリー

　　　　　11月22日（水）自由遊び

　　　　　12月６日（水）絵本とお話を楽しむ会

　　　　　※15日と12月６日は、それぞれ

　　　　　　10時30分からはじまります。

○問合せ　保健センター　☎492－2424

ほのぼのクラブほのぼのクラブほのぼのクラブほのぼのクラブほのぼのクラブ

※毎月10日までの予定は前月号に掲載されています。

※母子健康手帳
の受付は正午～

妊 婦 及 び
そ の 家 族

11月15日（水）、19日（日）、29日（水）※第１回は11月10日で
全４回（２回目からの参加可）、いずれも午後１時～４時ま
で（19日は午前中）。（予約制：保健センター ☎492－2424）

※両親教室は、 これからお母さんになられる方々が、交流を深めて楽しい子育てができる良い機会になります。パパ・
　ママそろって参加しませんか？

（マタニティクラス）
両 親 教 室

てんかんに関する講演会
▼日時　11月26日（日）午後１時～３時30分

▼場所　独立行政法人 国立病院機構 大阪医療センター

　　　　（旧国立大阪病院）教育研修棟２階（地下鉄中

　　　　 央線・谷町線「谷町四丁目」駅11番出口すぐ）

▼内容　「小児てんかんの診断と治療」

▼講師　沖永剛志先生・大阪大学医学部付属病院小児科

▼参加費　１家族につき1000円・学生500円

▼問合せ　（社）日本てんかん協会大阪府支部事務所

　　　　　　　　　☎／ＦAX　06－6468－1206

　　　　　　　　　　　（月水金の10時～15時まで）

※事前申込は不要です。直接会場にお越しください。

（個人面談あり）
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地 域 振 興

　岬町商工会では、「日曜朝市・い

きいきフェアー」を開催します。

　当日は、抽選会や各事業所・組合

の出店等、多くの楽しい催しを予定

していますので、多数の方々のご来

場をお待ちしています。（詳しい内

容は、後日新聞折込にてお知らせし

ます。お楽しみに！）

▼と　き　11月12日（日）

　　　　　午前10時～午後２時

▼ところ　岬町商工会・駐車場

※来月は12月10日（日）です。なお、

出店者を募集していますので、ご希

望の方は下記へお申し込みください。

▼申込・問合せ

　岬町商工会事務局

　　☎492－3311／FAX492－2389　

ゴルフセルフプレイのご案内

※参加費の一部は、岬町社会福祉協

議会の地域福祉基金造成事業に協力

させていただきます。

●食堂・コース売店ほか

　食堂は、12月31日、１月１日とも

営業しますので、現金でお願いしま

す。コース売店、ロッカー及び風呂

は両日使用できません。

●申込資格　岬町に在住・在勤の方

●申込期間

　11月15日（水）～30日（木）

　　　　　　　　（当日消印有効）

●申込方法

①往復ハガキに住所、氏名、自宅電

話番号を記載（１組４人）の上、代

表者より申し込んでください。（電

話での申込みは受付しません。）

②重複申込みは無効とします。

③申込組数が募集組数を超えた場合

は公開抽選を行います。

注）セルフプレイは連日開催されま

すので、12月31日か１月１日かを赤

ペンで明記してください。明記なき

申込みは無効とします。

◎抽選日　12月11日（日）

◎会場　役場１階会議室（旧食堂）

◎受付及び抽選時間

【12月31日分】

　・受付　午前９時45分～10時

　・抽選　午前10時～

【１月１日分】

　・受付　午前10時45分～11時

　・抽選　午前11時～

　公開抽選日には、ハガキ持参のう

え、１組に１人の代表者が出席のこ

と。申込メンバーの代理出席は可。

なお、抽選日に来られない方は、棄

権とみなします。

　また、申込組数が募集組数以内の

場合でもエントリー抽選があります

ので必ず出席してください。   

注）複数の申込ハガキを持参されて

も、１回の抽選となります。

●申込送付先

　〒599-0303　岬町深日31番地

　大阪ゴルフクラブ

　「ゴルフセルフプレイ」係宛

●問合せ

　大阪ゴルフクラブ　☎492－2011

　役場　地域振興課　☎492－2749

組数・スタート時間 参加費（１名）

アウト・イン各組25組
午前7:30～

実施日・場所

12月31日・１月１日
大阪ゴルフクラブ

セルフプレー参加費　8,000円
岬町福祉基金協力金　1,000円
　　　　　　　　計　9,000円

◆岬町商工会「日曜朝市」
　開催のお知らせ

指名手配被疑者の
　　検挙にご協力を！

　オウム真理教関係被疑者をはじ

め、指名手配被疑者を検挙するた

めには、どのような些細な情報で

も警察にお知らせください。あな

たの情報が事件を解決するカギと

なります。ご協力をお願いします。

▼通報・問合せ

○泉南警察署　☎471－1234

○府警察本部　☎06－6943－1234

被害者カウンセリング制度

　精神的被害の大きい性犯罪被害

者の方々のためにカウンセラーを

派遣したり、殺人・交通死亡事故

の遺族の方々に、カウンセリング

の専門機関を紹介するなど、心の

痛みをいやすためにカウンセリン

グ制度を導入しています。詳しく

は、泉南警察署までお問い合わせ

ください。

生活排水対策啓発のための

　キャッチフレーズ（標語）募集！

▼募集内容　漢字・ひらがな・カタカナ・アルファベット・記号を用いて40

文字以内（自作未発表のもの）。

▼応募方法　ハガキ・FAX・電子申請で、① キャッチフレーズ（標語に込

めた思いなどがあれば一緒に記入）、② 郵便番号・住所（府内在勤の方は勤

務先の所在地も記入）、③ 氏名・年齢、④ 電話番号を明記の上ご応募くだ

さい（応募に制限はありませんが１枚につき１作品としてください）。

▼応募資格　府内在住・在勤の方

▼審査発表　平成19年１月中に大阪府のホームページ等で発表予定

▼賞　　品　最優秀賞１名：図書カード１万円分

　　　　　　　優秀賞２名：図書カード５千円分

※その他、詳しい内容は下記の大阪府担当窓口にお問い合わせください。

▼応募・問合せ　〒540－8570（住所不要）大阪府生活排水対策推進会議事

務局（大阪府環境農林水産部 環境管理室環境保全課 環境計画グループ内）

「生活排水対策　標語募集」係

　　　　　　　　　☎06－6941－0351（内線3854）／FAX06－6944－6714

～被害者の方の心の痛みいやします～

《泉南警察署からのお知らせ》

募集期間
 11月１日～30日
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子育て支援

▼とき　11月23日（祝） ※雨天決行

　　　　午前10時～午後３時　

▼ところ　尾崎スイミングスクール

▼テーマ　『生命の源は水』　　

▼内容

【プール】

○自由遊泳「流水マシ－ンによる、

まわるプール」（施設の方の遊泳時

間　午後１時～２時）

【場　外】

○模擬店

　うどん・フライドポテト・あげパ

ン・ポップコーン・ジュース

○ゲーム

　金魚すくい・スーパーボール・ス

トラックアウト・くじ引き・射的

○ビンゴゲーム大会

○バザー（会員の方の協力品）

▼参加費

　自由遊泳・模擬店・各ゲーム・ビ

ンゴゲームで使える、割安前売りチ

ケットを1000円で販売します（当日

チケットは1400円・当日現金でイベ

ント参加可）。

　各施設の方々には、無料ご招待券

を差し上げます。なお、収益金は泉

南地域障害者施設へご希望の品に替

え贈呈します。

▼問合せ　尾崎スイミングスクール

　　　☎471－1188・FAX471－1181

◆第25回チャリティー水泳
　フェスティバル2006開催
　について

　平成19年４月から町立保育所に入所を希望する児童の申込受付については、

児童福祉法に基づき次の要領で募集します。（お申し込みは期日厳守で！）

▼実 施 基 準　①居宅外で労働していること。

　　　　　　　②居宅内で児童と離れて家事以外の労働をしていること。

　　　　　　　③妊娠中又は出産後間がないこと。

　　　　　　　④病気、ケガ、又は精神や身体に障害があること。

　　　　　　　⑤精神や身体に障害のある同居の親族を長期にわたり介護して

　　　　　　　　いること。

　　　　　　　⑥災害の復旧にあたっていること。

▼受 付 期 間　12月１日（金）～14日（木）まで（土・日を除く）

　　　　　　　午前９時～午後５時30分（各保育所は、午後５時まで）

▼受 付 場 所　子育て支援課または各保育所

▼入所申込書　入所申込書は、町内各保育所・子育て支援課で11月下旬の配　

　　　　　　　布を予定しています。係員の説明を充分お聞きになってからお

　　　　　　　受け取りください。

▼対 象 年 齢　○深日・多奈川保育所：１歳児～就学前まで

　　　　　　　○淡輪保育所：０歳児～就学前まで

▼受入定員数　○深日保育所　 90名　　☎492－4955

　　　　　　　○多奈川保育所　 60名　　☎495－5001

　　　　　　　○淡輪保育所　160名　　☎494－3567

●歳児別生年月日表

※注１　０歳児の入所について

　今回の募集では平成19年４月１日現在、６か月を過ぎている乳児が対象です

が、それ以降に６か月に達する乳児の入所についてはお問い合わせください。

▼その他の注意事項

　○入所された児童が、保育の実施基準にあわなくなった場合は退所していた

　　だきます。

　○現在、入所中の児童が進級する場合でも、確認書の提出は必要です。

　○平成19年４月から保育料を改定します。詳しくはお問い合わせください。

　○入所申込みは、必ず締切日までに手続きしてください。

▼問合せ　子育て支援課　子育て支援係　☎492－2709

　　０歳児

　　２歳児

　　１歳児

　　３歳児

　　５歳児

　　４歳児

　平成18年10月１日以前に生まれた児童　※注１

　平成15年４月２日から平成16年４月１日生まれの児童

　平成13年４月２日から平成14年４月１日生まれの児童

　平成14年４月２日から平成15年４月１日生まれの児童

　平成16年４月２日から平成17年４月１日生まれの児童

　平成17年４月２日から平成18年４月１日生まれの児童

○と　き　11月９日（木）　　　　

　　　　　午前10時～11時

○ところ　子育て支援センター　

○対　象　１歳児から就学前児

○持ち物　着替え・帽子・タオル・

お茶

○問合せ　多奈川保育所　

　　　　　　　　　　☎ 495－5001

幼児教室のお知らせ！

○とき・ところ

　11月１日（水）多奈川保育所、11月６日（月）深日保育所、11月15日（水）

淡輪保育所、いずれも午前10時～11時まで。

○持ち物　着替え・帽子・タオル・お茶

○問合せ　淡輪保育所：☎494－3567、深日保育所：☎492－4955、多奈川保

育所：☎495－5001

親子で一緒に遊びませんか？
　　（無料・予約不要）

保育所の所庭開放（戸外遊び・子育て相談）
無
料予約不要

保育所入所児童募集のお知らせ！保育所入所児童募集のお知らせ！平成
19
年度
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◆高齢者（65歳以上）の所
　得税・住民税申告の障害
　者控除等について

　障害者手帳の交付がない場合でも、

要介護認定を受けている場合など日

常生活に介助が必要な人は、障害者

控除の対象となります。

　確定申告時に高齢福祉課が発行す

る「障害者控除対象者認定書」が必

要です。また、介護保険の認定を受

けられて、昨年、「おむつ代の医療

費控除」を受けた人は、２年目から

医師が発行したおむつ使用証明書に

代えて、高齢福祉課が発行する「確

認書」で控除が受けられます。

　いずれも高齢福祉課で申請手続き

が必要です。

▼問合せ　高齢福祉課　介護保険係　

　　　　　　　　　　☎ 492－2703

◆平成18年10月１日から
　指定管理者制度を導入

　平成18年10月１日から、岬町立淡

輪老人福祉センターに指定管理者制

度が導入されました。これにより、

管理運営に関する全ての業務を、町

に代わって指定管理者が行うことに

なります。

なジャンルの曲目が楽しめます。

②和泉ウィルチェアダンスクラブに

よる車椅子ダンス

　障害のある方とない方が同じ舞台

に立ち,来場者と一体となって一つの

世界をつくりあげます。

③コンサート：もず唱平・成世昌平

　大阪の歌づくり職人もず唱平さん

が、誰でもスター気分で歌える方法

を教えます。また、『はぐれコキリ

コ』の成世昌平さんの普段聴けない

流行り歌（民謡からシャンソンまで）

を楽しめます。

▼申込方法

　はがき、ＦＡＸ、電子メール、ホ

ームページにて受け付けします。氏

名・参加希望人数・郵便番号・電話

番号・ＦＡＸ番号を明記のうえ、次

の申込先へ送付してください。

（※応募者多数の場合は抽選。）

▼申込締切

　11月13日（月）※当日消印有効

▼申込先

　〒540－8570

　大阪府健康福祉部障害保健福祉室

　内「大阪ふれあいキャンペーン実

　行委員会事務局」

　☎ 06－6941－0351（内線2464）

　ＦAX 06－6942－7215

【ホームページアドレス】　

　　http://www.pref.osaka.jp

　　　　　　　　/shogaifukushi/

高 齢 福 祉

生 活 環 境

◆町営墓地の申し込みにつ
　いて

全国一斉「女性の人権ホットライン」開設について

　大阪法務局では毎週月曜から金曜（祝祭日除く）の午前８時30分から午後５

時まで「女性の人権ホットライン」を開設、また毎週水曜には女性の人権擁護

委員が相談に応じています。今回「女性に対する暴力をなくす運動」期間中

（11月12日～25日まで）の全国一斉相談日には時間を延長して相談に応じます。

一人で悩まずにお気軽に電話をおかけください。

▼日　時　11月13日（月）～19日（日）

　　　　　　月曜～金曜　午前８時30分から午後７時30分まで

　　　　　　（土日は午前10時から午後５時まで）

▼問合せ　大阪法務局人権擁護部内　

　　　　　　　　大阪府人権擁護委員連合会事務局　☎06－6942－1196

▼指定管理者制度とは

　地方自治法の一部改正に伴い導入

することが可能になった制度で、町

民のみなさんの福祉の増進を目的に

設置した町有施設の管理運営を、全

面的に町（役場）以外の団体等にお

願いするものです。

▼指定管理者の名称

　岬町淡輪長生会

▼所在地

　岬町淡輪4518－１　☎ 494－1750

▼指定の期間

　平成18年10月１日

　　　　～平成23年３月31日

　岬町で貸し出しています墓地で、

返還等により空き区画ができました

ので、貸し出しを希望される方の申

込受付を行います。

　今回の募集は、深日墓地４区画・

淡輪墓地１区画です。

　場所等については、住民生活課生

活環境係で確認のうえお申し込みく

ださい。（申込多数の場合は抽選と

します。）

▼申込対象世帯

１．岬町に住所を有する世帯（申請

　に住民票が必要）

２．親族の死亡者の火葬許可証を有

　する世帯（申請時に必要）

３．深日墓地、淡輪墓地ともに使用

　していない世帯

※１世帯につき１申請で、世帯主が

申請してください。

▼申込受付期間

　11月13日（月）～11月24日（金）

　午前９時～正午・午後１時～５時

　　　　　　　　　（祝日は除く）

※なお、申請書は11月13日（月）か

ら生活環境係で配布します。また、

区画の指定はできません。使用が決

定した場合には墓地使用料を納付し

ていただきます。

▼問合せ　住民生活課　生活環境係

　　　　　　　　　　☎492－2714

統一電話番号　☎ 0570－070－810
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　大阪社会保険事務局では、国民年

金・厚生年金保険・健康保険など、

社会保険制度に関するご相談にお答

えする社会保険一日相談所を２会場

で開設しますので、どうぞお気軽に

ご利用ください。

　なお、年金相談には、年金手帳ま

たは年金証書をお持ちください。

▼日時　11月11日（土）午前10時～

　　　　午後４時まで

▼場所

　ＡＩＧ梅田ビル地下２階防災広場

（阪急イングス入口前広場）

　（最寄駅　ＪＲ「大阪駅」地下鉄

　・阪急・阪神「梅田駅」）

　南海電鉄なんば駅２階中央改札口

（最寄駅　南海・地下鉄「なんば駅」）

◆社会保険一日相談所が開
　設されます

福　　祉

◆大阪ふれあい大会来場者
　募集！

年　　金

　平成18年１月１日から12月31日ま

でに国民年金保険料を納めると、そ

の納めた保険料の全額が社会保険料

控除として平成18年の所得から控除

され、その分だけ課税所得が少なく

なり、所得税と住民税が軽減されま

す。

　従来は、国民年金保険料による社

会保険料控除を受ける際に、国民年

金保険料の納付額についての証明書

は必要ありませんでしたが、所得税

法の改正により、平成18年分の年末

調整や確定申告からは、「社会保険

料（国民年金保険料）控除証明書」

などの証明書を提出することが義務

付けられました。

　平成18年１月１日から10月２日ま

でに国民年金保険料を納めた方に対

して、11月上旬に社会保険庁から

「社会保険料（国民年金保険料）控

除証明書」が送付されますので、年

末調整や確定申告の際には必ず提出

してください。

　また、年の途中から国民年金に加

入した場合など、10月３日以降に今

年初めて保険料を納めた方に対して

は、翌年２月上旬に同様の証明書が

送付されます。

　この、11月上旬にお送りする「社

会保険料（国民年金保険料）控除証

明書」には、平成18年１月１日から

10月２日までに納めた国民年金保険

料の納付実績を記載しています。

　したがって、平成18年10月３日か

ら12月31日までに納める国民年金保

険料で社会保険料控除を受けるため

には、この「社会保険料（国民年金

保険料）控除証明書」に加えて、10

月３日以降に国民年金保険料を納め

たことを確認できる「領収証書」が

必要です。

　ただし、口座振替で保険料を納め

ている方や、平成18年４月分～８月

分を10月２日までに納めている方に

◆年末調整や確定申告の際
　に控除証明書の提出を!!

お送りする「社会保険料（国民年金

保険料）控除証明書」には、10月２

日までに納めた額を「証明額」とし

て記載し、12月までに納付した場合

の額を、同じ額を納め続けることを

前提に「見込額」として記載してい

ますので、年末調整や確定申告の際

に、10月３日以降の領収証書を添付

していただく必要はありません。

■「社会保険料（国民年金保険料）

　控除証明書」に関するお問合せ

▼控除証明書専用ダイヤル

　　　☎0570－00－9911

　○開設期間　平成18年11月１日

　　　　　　～平成19年３月16日

　○時間　平日午前９時～午後５時

◆年金講座のご案内

　わかりやすい年金の話について、

社会保険労務士の後藤田慶子氏を講

師にお招きして開催します。

▼日時　11月29日（水）

　　　　13：00～15：30   講演

　　　　15：30～16：30   個別相談

▼場所    国民年金健康センター　　

　　　　サンヒル阪南

▼定員　100名（ただし定員になり

　　　　次第締切）

▼会費　無料

▼受講資格　岸和田市・貝塚市・泉

佐野市・泉南市・阪南市・熊取町・

田尻町・岬町の住民及び在勤者

▼応募方法

　 11月15日（水）までに氏名・住所

・性別・年齢・電話番号を明記のう

え、ハガキまたは電話でサンヒル阪

南へ直接お申し込みください。 

▼宛先

　〒599-0236

  　阪南市桃の木台８－423－30

　　サンヒル阪南　☎476－0888

▼受講者の決定

　11月20日（月）までに受講票（ハ

ガキ）を郵送します。

▼その他　南海本線「箱作駅」より

送迎バスがあります。

■ 誰でもスター気分で歌えるコツ

　を大公開「もず唱平さん・成世

　昌平さん」と一緒に楽しもう！

　「障害者週間（12月３日～９日）」

の趣旨を広く周知し、障害や障害者

を取り巻く課題についての正しい理

解と認識を深めるとともに、障害者

の自立と社会参加の促進を図ること

を目的として「大阪ふれあい大会」

を開催します。

▼日時　12月10日（日）

　　　　午後１時～４時

▼場所

　クレオ大阪中央（大阪市立男女共

同参画センター・大阪市天王寺区上

汐５－６－25・地下鉄谷町線「四天

王寺前夕陽ヶ丘駅」北東徒歩３分）

▼内容

【セレモニー】

　心の輪を広げる体験作文と障害者

週間ポスター募集事業の入選者表彰、

受賞者インタビュー、作文朗読

【アトラクション】

①大阪市消防音楽隊による演奏

　クラシックからポップスまで様々
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11月の粗大ゴミの受付は次の地区が対象です

◎粗大ゴミ受付センターへ11月20日（月）までに電話でお申込みください。

　　　　　　　　　　申込先　☎４９２－６４０８

◎空カン・空ビン以外の金属類、ガラス類（陶器類、蛍光灯類含む）の収集は

　次のとおりです。なお、家電製品については、形が小さくても粗大ごみの取

　り扱いになります。

◎粗大ごみ等の臨時ごみの搬入手続きは岬町美化センターで行なっています。

　認印を持参のうえ手続き後、センター職員の指示に従い処分してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住民生活課　生活環境係

淡輪地区　14・15・16・17・18・19・20区
深日地区　若宮・北出・中出・南出・千歳・陸出・向出北
　　　　　・向出南・兵庫・門前・岬公園・白雲台北

奇 数 月　　ガラス類〔コップ、ガラス等〕、陶器類〔茶碗、植木鉢
　　　　　　　 等〕、電球類〔蛍光灯、丸球等〕
偶 数 月　　金属類〔なべ、やかん、かさ、菓子缶、乾電池等〕

第 1土曜日　　淡輪地区（望海坂、岬公園含む）

第 3土曜日　　深日、多奈川、孝子地区

■ 固定資産税　第４期分

　納期限までに、お近くの金融機関

や郵便局で納めてください。

　銀行口座振替又は、郵便局自動払

込をご利用の方は、預貯金残高をお

確かめください。振替日又は払込日

は、11月30日（木）です。

▼問合せ　税務課　納税係

　　　　　　　　　　☎492－2765

納期限　11月30日（木）

■ 「税を考える週間」が始まります

▼期間　11月11日（土）～17日（金）

※この期間、昨年に引き続き、国税

庁ホームページを中心に「少子・高

齢社会と税」をテーマとして、税に

ついての情報を提供します。また、

◆泉佐野税務署からのお知
　らせ

◆11月の納税
◆地域就労支援相談

◆職業相談

人に適切な助言を行うことにより、

相談者の自立を支援します。問合せ

は、文化センター　☎492－0304ま

で。

　月～金曜日（祝日は除く）の午前

９時～午後５時、地域就労支援セン

ター（文化センター内）で。

　障害者、母子家庭の母親、中高年

齢者、若年者等の就労困難な方を対

象に、就労の支援をします。問合せ

は、地域就労支援センター　☎492－

0341まで。

　月、火、木、金曜日（祝日は除く）

の午前９時～午後５時、文化センタ

ーで。電話連絡の上、ご来館くださ

い。問合せは、文化センター　☎492

－0304まで。

◆大阪府からのお知らせ

　個人事業税（第２期）の納期限は

11月30日（木）です。最寄りの金融

機関で納期限までにお納めください。

　納税には、便利で安心、そして安

全な、「口座振替」の利用をおすす

めします。

▼問合せ

　大阪府泉南府税事務所

　　　　　　　　　　☎439－3601

国税庁ホームページを中心に「国税

電子申告・納税システム（e-Tax）

の利用促進及び周知」についても、

重点的に取り組みます。

▼国税庁ホームページアドレス

　　　http://www.nta.go.jp

■ 各種説明会の開催日程

●年末調整等説明会

　平成18年分の年末調整の仕方や法

定調書などの記載方法などについて

の説明会を開催します。

▼開催日時・場所

○11月27日（月）午後２時より

　阪南市立文化センター

　　　　　　　　（サラダホール）

○11月28日（火）午後２時より

　泉南市総合福祉センター

　　　　　　　　（あいぴあ泉南）

○11月29日（水）午後２時より

　岬町役場

○12月1日（金）午後２時より

　泉佐野市立文化会館

　　　　　　　（泉の森小ホール）

●決算説明会

　個人事業者の方を対象に、決算の

仕方や決算書の記載方法などについ

ての説明会を開催します。

▼開催日時・場所

○12月４日（月）午後２時より

　阪南市商工会館

○12月５日（火）午後２時より

　泉南市総合福祉センター

　　　　　　　　（あいぴあ泉南）

○12月６日（水）午後２時より

　泉佐野生涯学習センター　　　　　

　　　　　　（ウェルカムホール）

▼問合せ　泉佐野税務署　

　　　　　　　　☎462ー3471

　お気軽にご相談
ください。
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役場へのお電話は各係の

直通番号へお願いします

役場本庁

淡輪 公民館

ふれあい

センター

センター

保健

救急車 消防車

ダイヤルイン

494-0300

495-0003

492-2424

119

人 の 動 き
平成18年10月1日現在

世帯数

人　口
男
女

　７， ７  ６  ２       （＋　１）

　１８，９４８人（－２８）

　　９，９７３人（－１９）
　８，９７５人（－　９）　

INFORMATION

お知らせお知らせ

　11月 8日（水）、22日（水）、午

後２時～５時、役場相談室で。定員

６名。予約受付は、秘書課　秘書広

報係　☎492－2769まで。

　11月21日（火）午前10時～正午、

役場相談室で。問合せは、秘書課　

秘書広報係　☎492－2769まで。

■行政相談委員　齋藤瑠美

　　　　淡輪886－1　☎494－3539

　11月13日（月）午前10時～午後３

時、役場相談室で。問合せは、保険

年金課　保険年金係　☎492－2705

まで。

　11月17日（金）午後１時30分～３

時、役場相談室で。大阪府身体障害

者相談員、大阪府知的障害者相談員、

大阪府精神障害者相談員および町職

員が相談に応じます。予約受付は、　

地域福祉課　福祉係　☎492－2700

まで。

☎494－0789まで。

　電話、面接、訪問による相談を随

時、受け付けています。

■岬町地域包括支援センター

　年末年始・土日祝日を除く午前９

時～午後５時30分（役場　高齢福祉

課　高齢福祉係内）☎492－2716

■在宅介護支援センター淡輪園

　年中無休・24時間体制。問合せは

　月～金曜日（祝日は除く）の午前

９時～午後５時30分、学校教育課　

（役場１階）で。各種奨学金制度に

関する情報提供や進路選択にあたっ

ての適切な助言を行います。問合せ

は、学校教育課　☎492－2719まで。

　11月17日（金）、午後１時30分～

３時。問合せは、指導課　☎492－

2719まで。

　11月10日（金）午後１時～４時、

役場相談室で。消費生活専門相談員

が相談に応じます。予約受付は、地

域振興課　産業観光係　☎492－2749

まで。

　人権侵害を受けた人・受ける恐れ

のある人を対象に、迅速かつ適切な

人権保護・救済を受けられるように、

適切な助言・情報提供を行います。

■役場相談室

　11月７日（火）、21日（火）、午

後１時30分～３時。問合せは、人権

推進課　☎492－2773まで。

■岬町人権多奈川地域協議会

　月・火・木曜日（祝日は除く）の

午前９時～午後５時。問合せは、岬

町人権多奈川地域協議会（文化セン

ター内☎492－3270）まで。

■岬町人権淡輪地域協議会

　水・金曜日（祝日は除く）の午前

９時～午後５時。問合せは、岬町人

権淡輪地域協議会　☎494－1508ま

で。

　岬町では、各種相談業務を実施し

ています。ひとりで悩まずにお気軽

にご相談ください。予約制の相談は

早めのご予約をお願いします。

◆法律相談

◆行政相談

◆年金相談

◆障害者相談

◆介護相談

◆進路選択支援相談

◆教育相談

◆消費者相談

◆人権相談

相　　談

　月～金曜日（祝日は除く）の午前

９時～午後５時、文化センターで。　

　生活上のさまざまな困難を抱えた

◆総合生活相談
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◆11月14日（火）～19日（日）まで、「カレー」

　通常480円を400円にて提供させていただきます。

レストラン ちのみ とくとく情報レストラン ちのみ とくとく情報レストラン ちのみ とくとく情報

広報岬だより平成18年11月号　平成18年（2006年）11月1日発行
編集/発行　岬町役場　秘書課（〒599－0392　大阪府泉南郡岬町深日2000－1　☎072－492－2769）

この紙は再生紙を

利用しています。

※広報岬だよりは、毎月8000部を作成し、１部あたりの単価は約16.7円です。（うち町負担は10.8円で、5.9円を広告収入で賄っています）

○開催日　11月26日（日）13：30～（ロビー）

○指　導　荒木タミ子先生　　○費　用　会費500円

○申込・問合せ　まちづくり住民会議
　　　　勝野 ☎492－4633・辻 ☎492－3886

◆11月26日（日）「ふろの日」無料開放！　
○対象　岬町在住で高齢者（65歳以上）及び障害者の方

ゆう湯うゆう湯うゆう湯うゆう湯う からのお知らせ

○開催日　12月3日（日）10：00～

○対　象　岬町在住及び在勤の方

○参加費　無料（昼食は各自負担）

○申込・問合せ　総合管理事務所　☎495－0003

ー申込受付は11月1日（水）～25日（土）までー

11 

月

※電話の申込みはできません。必ず総合事務所窓口で直
接お申し込みください。
　参加者は、レストランちのみでの食事（ふれあい定食
限定）を通常600円→500円にて提供！（当日チケッ
トを発行します。）

第21回 囲碁・将棋大会参加者募集！

岬うたのゆりかご会岬うたのゆりかご会岬うたのゆりかご会岬うたのゆりかご会
童謡をうたう会 日 月 火 水 木 金 土

3 4

5

12

6 7 8 10 11

13 14 15 16

9

21

17 18

20 21 22 23 24 25

28 29 30

19

2726

カレンダー
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常 設教室のご案内！！

◆陶芸教室《10日間コース》

○開催日　1月6日～3月10日の毎週土曜日

　　　　　10：00～12：00

○受講料　10500円（粘土・釉薬・素焼き・本焼を含む）

○定　員　15名　　○講　師　澤本　重信

－申込受付は11月11日（土）～30日（木）－

基礎Ⅰ（初めての方で基礎的な技法の習得をされたい方）

基礎Ⅱ（基礎Ⅰを修了し、引き続き受講を希望される方）

◆陶芸教室《フリースタイル 月4回・3か月コース》

○開催日　1月7日～3月25日の毎週日曜日

　　　　　13：30～15：30

○受講料　8400円（材料費別）

○定　員　15名　　○講　師　神藤　雄次

基礎Ⅱ修了orすでにフリーの方！

※プール・お風呂等をご利用の際には、登録カードまた

は当日入館許可書が必要です。（初めてのご利用で65歳

以上の方・障害者手帳をお持ちの方は、公的な証明をお

持ちください。）

　健康ふれあいセンターでは、施設内で四季を通じて、

お手伝いをしていただける、園芸ボランティアを募集し

ています。お花が大好きな方のご協力をお願いします。

ハーブ＆フラワー
園芸ボランティア募集！

◆陶芸教室《体験・3日間コース》

○開催日　1月6日・13日・20日（毎週土曜日）

　　　　　10：00～12：00

○受講料　2800円（粘土・釉薬・素焼き・本焼を含む）

○定　員　15名　　○講　師　澤本　重信

　（株）ジェイシーアイ：☎06－6569－1616
　谷総合企画事務所：☎090－8205－0276
　岬町商工会：☎492－3311

■発行部数：8,000部（町内全世帯・官公庁等）
■広告サイズ：１段（Ｈ47mm×W183mm）・１段の半分（H47mm×90mm）
■広告料金（税込／１枠）全１段＝42,000円・１段の半分＝21,000円

「広報岬だより」広告募集！（有料）「広報岬だより」広告募集！（有料）
　町内の産業振興を図り、商品やサービスなどに関する情報を提供するため、
「広報岬だより」に掲載する広告を募集します。

　広告掲載を希望される事業者のみなさまは、

下記広告取次業者までお問い合わせください。
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